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本
市
が
誕
生
し
た
２
０
０
４
年
10
月
12
日
か
ら

20
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
の
20
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
紹
介
し
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
年
表
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
０
４（
平
成
16
）年

 

・
薩
摩
川
内
市
誕
生

 

・
森も
り

卓た
く

朗ろ
う

初
代
市
長
就
任

２
０
０
５（
平
成
17
）年

 

・
市
章
・
市
民
憲
章
を
制
定

 

・
市
内
48
地
区
全
て
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立

 

・
藺
牟
田
池
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

２
０
０
６（
平
成
18
）年

 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所

 

・
市
総
合
計
画
・
基
本
計
画
決
定

 

・
川
内
大
綱
引
が
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

２
０
０
７（
平
成
19
）年

 

・
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
事
業
着
手
式
を
開
催

 

・
県
立
川
薩
清
修
館
高
校
が
開
校

 

・
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道（
薩
摩
川
内
都
Ｉ
Ｃ
～

　
串
木
野
Ｉ
Ｃ
）開
通

2
０
０
８（
平
成
20
）年

 

・
岩い
わ
き
り切
秀ひ
で

雄お

市
長
就
任

 

・
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
が
国
の
重
要
無
形
民
俗

　
文
化
財
に
指
定

２
０
１
５（
平
成
27
）年

 

・
甑
島
が
国
定
公
園
に
指
定

 

・
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道（
川
内
高
江
Ｉ
Ｃ
～
薩

　
摩
川
内
都
Ｉ
Ｃ
）開
通

 

・
台
風
15
号
襲
来
。
長
引
く
停
電
。

 

・
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
2
0
1
5
開
催

２
０
１
６（
平
成
28
）年

 

・
天
辰
寺
前
古
墳
公
園
が
開
園

 

・
市
３さ
ん

５ご
ー

０ま
る

ベ
ジ
ラ
イ
フ
宣
言

 

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡
充

 

・
台
湾
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
開
設

 

・
川
内
と
れ
た
て
市
場
が
オ
ー
プ
ン

２
０
１
７（
平
成
29
）年

 

・
樋
脇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

 

・
川
内
港
か
ら
中
国
常
熟
港
へ
直
行
便
に
よ
る
木
材

　
輸
出
が
開
始

２
０
１
８（
平
成
30
）年

 

・
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
開
所

 

・
幼
児
教
育
無
償
化
の
一
部
を
先
行
実
施

 

・「
来
訪
神
・
仮
面
・
仮
装
の
神
々
」ユ
ネ
ス
コ
無

　
形
文
化
遺
産
登
録（
2
0
0
9
年
登
録
の「
甑
島

　
の
　ト
シ
ド
ン
」の
拡
張
登
録
）

２
０
１
９（
平
成
31・
令
和
元
）年

 

・
東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校
が
開
校

 

・｢

薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
～
武
家
屋
敷
群
『
麓
』

　
を
歩
く
～｣

が
日
本
遺
産
認
定（
入
来
麓
、
里
麓
、

　
手
打
麓
）

 

・
重
要
港
湾
川
内
港
30
年
ぶ
り
の
港
湾
計
画
改
訂

▲市ホーム
ページ

２
０
０
４
～
２
０
２
４
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２
０
０
９（
平
成
21
）年

 

・
市
内
の
全
小
中
学
校
で
小
中
一
貫
教
育
を
開
始

 

・
市
民
歌｢

輝
け
未
来
へ
」制
定

 

・
甑
島
で
恐
竜
の
化
石
発
見

 

・
甑
島
の
ト
シ
ド
ン
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

２
０
１
０（
平
成
22
）年

 

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
開
始（
県
内
初
）

 

・
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
設
置
開
始

 

・
韓
国
定
期
コ
ン
テ
ナ
船｢

週
２
便
化｣

２
０
１
１（
平
成
23
）年

 

・
九
州
新
幹
線
全
線
開
業

 

・
観
光
船「
か
の
こ
」就
航

２
０
１
２（
平
成
24
）年

 

・
川
内
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

 

・
韓
国
昌
寧
郡
と
の
友
好
都
市
協
定
の
締
結

 

・
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

２
０
１
３（
平
成
25
）年

 

・
住
民
票
写
し
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
の
交
付  

　（
県
内
初
）

 

・｢

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い｣

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
強
化
セ
ン
タ
ー（
リ
オ
五
輪
）に
認
定

 

・
中
国
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
・
国
際（
神
戸
）フ
ィ
ー 

　
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設

 

・
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道（
薩
摩
川
内
高
江
Ｉ
Ｃ
～

　
薩
摩
川
内
水
引
Ｉ
Ｃ
）開
通

２
０
１
４（
平
成
26
）年

 

・
高
速
船
甑
島
就
航

 

・
市
消
防
庁
舎
移
転

 

・
旧
増
田
家
住
宅
が
国
の
有
形
文
化
財
に
指
定

２
０
２
０（
令
和
2
）年

 

・
入
来
神か
ん
ま
い舞
が
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

 

・
県
内
最
長
の
甑
大
橋
が
開
通

 

・
田た

中な
か

良り
ょ
う
じ二
市
長
就
任

２
０
２
１（
令
和
3
）年

 

・
川
内
駅
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー｢
Ｓ
Ｓ
プ
ラ

　
ザ
せ
ん
だ
い｣

が
オ
ー
プ
ン

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
開
始

 

・
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
し
、
広
報
活
動
を
実
施

 

・
甑
島
振
興
局
を
開
庁

２
０
２
２（
令
和
4
）年

 

・
川
内
港
が｢

ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
　
　

　
２
０
２
１｣

を
受
賞

 

・
市
内
全
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
網
が
完
成

 

・
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定

２
０
２
３（
令
和
5
）年

 

・
入
来
麓
交
流
館
が
開
館

 

・
甑
島
に
外
国
籍
ク
ル
ー
ズ
船
初
寄
港

 

・
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨｢

つ
ん
Ｐ
ａ
ｙ｣

運
用
開
始

　（
子
育
て
応
援
券
、
産
後
ケ
ア
応
援
券
）

 

・
特
別
国
民
体
育
大
会
、
特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

　
ツ
大
会

 

・
九
州
・
台
湾
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ウ
イ
ー
ク
ｉ
ｎ

　
薩
摩
川
内

２
０
２
４（
令
和
6
）年

 

・
川
内
大
綱
引
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

 

・
祁
答
院
小
学
校
が
開
校

 

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
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〈
主
な
役
職
／
氏
名
〉

【
地
方
自
治
部
門
】

元
市
議
会
議
員
　
　
　
　
　
永
山
　
伸
一

元
市
議
会
議
員
　
　
　
　
　
今
塩
屋
　
裕
一

元
市
議
会
議
員
　
　
　
　
　
福
元
　
光
一

元
市
議
会
議
員
　
　
　
　
　
持
原
　
秀
行

元
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
捷
子

元
副
市
長
　
　
　
　
　
　
　
知
識
　
博
美

消
防
団
大
隊
長
　
　
　
　
　
平
嶺
　
元
章

消
防
団
方
面
隊
長
　
　
　
　

府
　
生
次

消
防
団
方
面
隊
長
　
　
　
　
白
瀬
　
良
照

元
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
留
　
嘉
德

元
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諏
訪
　
六
雄

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
今
井
　
塵
子

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
由
井

　
洋
司

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
慶
田
　
好
美

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
水
溜
　
貞
美

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
下
田
　
幸
男

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
東
　
秀
司

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
中
塚
　
常
夫

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
出
口
　
政
和

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
内
田
　
正
秋

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
田
中
　
正
憲

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
春
雄

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
西
原
　
義
尚

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
岩
元
　
正
純

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
馬
塲
　
利
雄

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
柳
　
幸
次
郎

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
下
野
　
幹
夫

元
自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
橋
野
　
勝
彦

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
仮
屋
　
立
夫

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
有
村
　
義
博

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
富
貴
夫

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
髙
木
　
得
次

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
下
満
　
和
美

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
今
井
　
浩
生

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
信
一

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
隼
人

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
寺
川
　
一
德

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
勇
治

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
時
吉
　
正
男

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
福
山
　
弘
昭

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
小
園
　
清
秀

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
正
喜

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
山
元
　
一
彦

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
美
茂

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
誠
人

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
大
重
　
修
二

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
宮
野
　
光
祥

自
治
会
長
　
　
　
　
　
　
　
宮
野
　
ナ
チ
子

元
市
情
報
公
開･

個
人
情
報
保
護
審
査
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
原
　
洋
一

元
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
哲
寛

市
景
観
審
議
会
会
長
　
　
　
中
俣
　
知
大

市
景
観
審
議
会
委
員
　
　
　
永
田
　
善
三

天
辰
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
西
　
克
幸

【
教
育
文
化
部
門
】

元
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　
上
屋
　
和
夫

元
教
育
委
員
会
委
員
長
　
　
三
本
　
伴
子

元
教
育
委
員
会
委
員
　
　
　
柳
田
　
利
久

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
田
　
芳
孝

市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
永
　
八
洲
郎

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
目
　
直
樹

元
市
軟
式
野
球
連
盟
会
長
　
堂
園
　
喜
明

市
美
術
協
会
理
事
　
　
　
　
寺
田
　
幸
史

川
内
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
上
げ
る
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
島
　
浩
一

団
体
　
川
内
大
綱
引
保
存
会

薩
摩
川
内
市
誕
生

20
周
年
記
念
式
典

　
10
月
12
日
、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
で
薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
一
部
の
式
典
で
は
、
市
政
発
展
の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
協
力
団
体
、
特
別
国
民
体
育
大
会（
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
）開
催
に
係
る
協
力
団
体
に
対
し
て
特
別
表
彰
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

市
政
功
労
者（

敬
称
略
・
順
不
同
）

42024.11.10 広報

【
社
会
福
祉
部
門
】

元
民
生
委
員･

児
童
委
員
　
東
　
洋
一

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
　
内
田
　
里
子

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
　
梶
原
　
尚
美

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
　
郭
　
長
治

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
　
若
田
　
吉
朗

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
　
窪
田
　
美
由
喜

民
生
委
員･

児
童
委
員
　
　
藤
井
　
清
子

保
護
司
　
　
　
　
　
　
　
　
福
山
　
義
幸

保
護
司
　
　
　
　
　
　
　
　
藏
元
　
保
海

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
　
奥
園
　
和
子

医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
山
　
廣

医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
畠
　
良
裕

元
川
内
市
医
師
会
会
長
　
　
久
留
　
敏
弘

元
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
永
　
靖
子

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
﨑
　
照
美

市
食
生
活
改
善
推
進
員
　
　
谷
口
　
ヨ
ツ
子

戦
没
者
遺
族
相
談
員
　
　
　
出
原
　
菊
芳

【
産
業
経
済
部
門
】

元
市
農
業
委
員
会
会
長
　
　
有
村
　
四
男

市
農
業
委
員
会
委
員
　
　
　
藥
師
寺
　
し
げ
子

元
薩
摩
川
内
市
商
工
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
藤
　
尚
一

薩
摩
川
内
市
建
設
業
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
　
充
弘

建
設
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
目
　

隆

建
設
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
村
　
義
郎

薩
摩
地
区
獣
医
師
会
会
長
　
桑
原
　
貴
久
雄

団
体
　
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
川
内
支
部

団
体
　
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
宮
之
城
支
部

団
体
　
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会
甑
島
支
部

【
一
般
篤
行
部
門
】

京
都
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
信
也

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
体
制
の
構
築
な
ど
に
尽
力
】

公
益
社
団
法
人
川
内
市
医
師
会

公
益
社
団
法
人
薩
摩
郡
医
師
会

一
般
社
団
法
人
川
内
薬
剤
師
会

薩
摩
郡
薬
剤
師
会

薩
摩
川
内
市
歯
科
医
師
会

鹿
児
島
純
心
大
学

【
特
別
国
民
体
育
大
会「
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
」の
本
市
開
催
に
尽
力
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人
薩
摩
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
空
手
道
連
盟

鹿
児
島
県
軟
式
野
球
連
盟

鹿
児
島
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会

鹿
児
島
県
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会

薩
摩
川
内
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

薩
摩
川
内
市
軟
式
野
球
連
盟

薩
摩
川
内
市
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟

薩
摩
川
内
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会

薩
摩
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

薩
摩
川
内
市
48
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
連
絡
会

社
会
福
祉
法
人
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

公
益
財
団
法
人
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社

特
定
非
営
利
活
動
法
人
川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
０
１

薩
摩
川
内
市
校
長
会（
小
・
中
学
校
）

川
薩
地
区
高
等
学
校
校
長
会

学
校
法
人
川
島
学
園
　
れ
い
め
い
中
学
校
・
高
等
学
校

鹿
児
島
純
心
大
学
　

公
益
社
団
法
人
川
内
市
医
師
会
　

薩
摩
川
内
市
歯
科
医
師
会

川
内
商
工
会
議
所

薩
摩
川
内
市
商
工
会
　
　

株
式
会
社
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産
協
会

薩
摩
川
内
市
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

市
比
野
・
入
来
・
祁
答
院
・
東
郷
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

鹿
児
島
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
薩
摩
川
内
支
部

北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合

川
内
市
漁
業
協
同
組
合

甑
島
漁
業
協
同
組
合

川
内
市
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

薩
摩
川
内
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

薩
摩
川
内
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

薩
摩
川
内
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
交
通
安
全
協
会
薩
摩
川
内
地
区
協
会

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
バ
ス
協
会
北
薩
地
区
貸
切
部
会

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会
川
内
支
部

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
川
内
駅

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
株
式
会
社

甑
島
商
船
株
式
会
社

薩
摩
川
内
市
花
い
っ
ぱ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

入
来
郷
土
会

樋
脇
ホ
ッ
ケ
ー
盛
り
上
げ
隊

特
別
表
彰

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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薩
摩
川
内
市
誕
生

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
二
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
薩
摩
川
内
火
け
し
保
存
会
　
木
遣や

り
隊
　
纏ま
と
い

隊
に
よ
る
木
遣
り
唄
で
始
ま
り
、

キ
ン
ボ
シ
、
Ｅエ

ビ

ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｂバ

デ

ィ

ｏ
ｄ
ｙ
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
の
出
演
者
と
記
念
式
典

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

木
遣
り
唄

　
平
成
28
年
に
発
足
し
た「
薩
摩
川
内
火
け
し

保
存
会
」は
、「
木
遣
り
隊
」「
纏
隊
」「
腕わ
ん
よ
う用
ポ
ン

プ
隊
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
隊
を
活

性
化
し
、
魅
力
あ
る
組
織
と
し
て
活
動
す
る
た

め
、
伝
統
の
演
技
披
露
な
ど
を
通
し
て
、
火
災

予
防
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、「
木
遣
り
唄
」と「
纏
振
り
」の
演

技
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
木
遣
り
」と
は
、
重
い
木
や
岩
を
大
勢
で
運

ぶ
際
、
息
を
合
わ
せ
る
た
め
に
唄
っ
た
労
働
歌

で
、
祝
い
唄
な
ど
に
形
を
変
え
な
が
ら
、
唄
い

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　「
纏
」と
は
、
江
戸
時
代
に
町
火
消
し
が
使
う

よ
う
に
な
り
、
纏
を
振
る
こ
と
で
火
災
現
場
の

目
印
と
な
り
、
ま
た
仲
間
を
鼓
舞
す
る
役
目
に

な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ン
ボ
シ
に
よ
る
鹿
児
島
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
関
連
し
た
ネ
タ
や
Ｅｖｅ
ｒｙ
ｂｏ
ｄｙ
の
持
ち

ネ
タ
で
あ
る「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ヒ
ッ
ト
」の
本
市

バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
客
を
巻
き
込
ん
だ
ネ
タ
に
、
会
場
は
笑
い

に
包
ま
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
笑
い
ラ
イ
ブ

▲纏を振る様子

　
か
つ
て
は
労
働
歌
だ
っ
た
木
遣

り
唄
を
、
祝
い
唄
と
し
て
現
代
に

も
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

　
木
遣
り
唄
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

に
私
た
ち
保
存
会
の
士
気
が
伝
わ

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
21
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
薩

摩
川
内
市
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も

明
る
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

おいは　わいのこっが　ず～～～っと
わっぜ！わっぜ！わっぜ！すっじゃ！×２
クリティカルヒット！やった～！

保
存
会
か
ら
ひ
と
言

▲キンボシ

▲ Everybody

▲みんなでクリティカルヒットをする様子

将
来

何
に
な
る
の
ー
？

62024.11.10 広報

◦市誕生 20周年と自分自身も 20歳ということに縁を感じた
◦和装でボランティア活動をする機会なんて珍しくて新鮮だった
◦「着物姿がすてきね」とたくさん褒めていただけた
◦多くの人に愛されている薩摩川内市であることを実感した
◦�とても緊張したけれど、和装でのボランティアや芸人さんとのトークセッション
という新しい経験に、新しい人との出会い、どれも新鮮でとても楽しかった
◦市誕生 20周年という節目に携わることができてうれしかった
◦これからも薩摩川内市とともに成長していきたい

などなど、たくさんの感想をいただきました。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

式
典
を
盛
り
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

　
将
来
の
夢
や
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
な
ど
に
つ
い
て
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
の
出
演
者
と
20
周
年

記
念
式
典
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
鹿
児
島
県
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
川
内
支
部
の
協
力
の
も
と
、

無
償
で
和
装
に
着
付
け
を
し
て
も
ら
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
人
が
大
活
躍
で
し
た
。

　
当
日
は
、
来
場
者
の
受
け
付
け
案
内
や
式
典
終
了
後
の
見
送
り
な
ど
、
式
典
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何でもいいから有名になりたい！
人前に出るのが大好きなんです。
それと、保育士になることも私の夢です。
持ち前の性格を生かして、みんなが笑顔で
楽しく過ごせるような保育士になりたい。

ボランティアを通してボランティアを通して

▲受け付け案内の様子

夢は社会福祉士になること。
生活する中で、悩みを抱える人がたくさんいる
ことに気付いた。
そんな人たちに必要な支援を行えるように一生
懸命勉強中です。

昔から変わらない夢がある。
それは、薩摩川内市に貢献できる人
になること。
いろいろな場所で経験を積み、知識
を得て、またここに帰ってきます。
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市
誕
生
20
周
年
記
念
市
主
催
事
業
を
紹
介
し
ま
す

記
念
植
樹

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
記
念

川
内
大
綱
引
を
未
来
へ
綱
Ｇ
Ｏ
！
　

　
５
月
５
日（
日
）、
寺
山
い
こ
い
の
広
場
で
、

市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
た
植
樹
を
行
い
ま

し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

本
市
の
市
木
で
あ
る「
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
」４
本

を
植
樹
し
、
参
加
者
に
は
本
市
産
ヒ
ノ
キ
を

使
用
し
た
お
守
り
な
ど
の
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
川
内
大
綱
引
。

　
６
月
30
日（
日
）、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

で
、「
川
内
大
綱
引
を
未
来
へ
綱
Ｇ
Ｏ
！
」と

題
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
川
内

大
綱
引
の
魅
力
や
映
像
の
解
説
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
映
画

「
大
綱
引
の
恋
」の
上
映
後
、
映
画
に
出
演
し

た
俳
優
の
升ま
す

毅た
け
し

さ
ん
の
舞
台
あ
い
さ
つ
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
太
鼓
体
験
や
綱
練
り

の
模
型
な
ど
の
展
示
も
実
施
し
、
そ
の
価
値

や
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
９
月
22
日（
日
）に
は
、
４
２
５
年
目
の
川

内
大
綱
引
が
開
催
さ
れ
、
日
中
は
大
雨
の
中
、

多
く
の
市
民
が
綱
練
り
に
参
加
し
、
夜
は
、

上
方
と
下
方
の
一
番
太
鼓
の
合
図
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 425年目の川内大綱引の様子

▲植樹をしている様子▲植樹したクロガネモチ

▲太鼓体験の様子

▲升毅さん

82024.11.10 広報

▲植樹に参加した子どもたち

今
後
開
催
す
る
市
誕
生
20
周
年

記
念
主
催
事
業

「
清
色
城
跡
」国
指
定
20
周
年
記
念
事
業

�

薩
摩
川
内
サ
ム
ラ
イ
・
ア
カ
デ
ミ
ア  
～
入
来
麓
絵
巻
～

日
時
：
11
月
９
日（
土
）13
時
～
17
時

場
所
：
入
来
文
化
ホ
ー
ル

内
容
：�

清
色
城
跡
や
入
来
麓
武
家
屋
敷
群
の

歴
史
と
文
化
を
分
か
り
や
す
く
楽
し

む
た
め
の
講
演
会
や
伝
統
芸
能
演
舞
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催

※�

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
丸
山
ニ
コ
ニ
コ
の
森
づ
く
り
」市
民
植
樹
祭

日
時
：�

令
和
７
年
１
月
26
日（
日
）10
時
～

11
時
30
分

場
所
：
丸
山
公
園
隣
接
市
有
林（
樋
脇
町
塔
之
原
）

内
容
：�

市
民
が
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら

れ
る
森
づ
く
り
を
目
指
し
た
植
樹

　
市
主
催
事
業
や
市
誕
生
20
周
年
記
念
の

冠
を
付
し
た
行
事
は
令
和
７
年
３
月
末
ま

で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、

市
誕
生
20
周
年
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

薩
摩
川
内
フ
ァ
ン
デ
ー

薩
摩
川
内
音
楽
祭

コ
カ
フ
ェ
ス
２
０
２
４

　
７
月
21
日（
日
）、
東
京
都
で
、
薩
摩
川
内
フ
ァ
ン
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
本
市
の
特
産
品
の
販
売
や
観
光
案

内
、
移
住
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
産
品
の
販
売
に

は
イ
ベ
ン
ト
開
始
前
か
ら
行
列
が
で
き
、
来
場
者
か
ら
は「
甑

島
や
兜
を
見
に
行
っ
て
み
た
い
」「
場
所
が
分
か
っ
て
親
し
み

が
持
て
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。「
故
郷
が
懐
か
し

い
」と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
本
市
出
身
の
方
も
多
く

来
場
さ
れ
、
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
９
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
で
、

薩
摩
川
内
音
楽
祭
コ
カ
フ
ェ
ス
２
０
２
４
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
次
世
代
を
担
う
本
市
の
若
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

一
体
と
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
で
、
Ｓ
Ｓ
広
場
で
は
、

吹
奏
楽
や
軽
音
楽
、
合
唱
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ

プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
で
は
、
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ラ
イ

ブ
演
奏
に
加
え
、
市
内
学
生
と
の
合
唱
や
、
川
内
商
工
高
等

学
校
軽
音
楽
部
の
ベ
ー
シ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

市の魅力を
たくさん発信
できたつん
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▶市ホームページ

▶市誕生 20周年
　記念サイト

▶市誕生 20周年記念
　事業カレンダー



　９月24 日（火）、（株）福重電工から市誕生20周年の
記念と市のさらなる発展のために活用していただき
たいと寄附金の贈呈がありました。
　今回いただいた寄附金は、少子高齢化の進行、人口
減少社会の到来、市民ニーズの多様化などに対して、
未来の姿の実現を目指した政策に役立てられます。

　９月22日（日）、ＳＳプラザせんだいで、真
ま

鍋
なべ

真
まこと

氏
（国立科学博物館副館長）による化石講演会を開催し
ました。　　　
　講演では、甑島で発見された恐竜化石や、最新の
恐竜研究に関する説明が行われました。質問コーナー
では子どもたちから次々と質問され、講師からの回
答にも熱心に耳を
傾けました。
　令和７年４月に
は、 甑 ミ ュ ー ジ ア
ムが開館します。

市のさらなる発展のために

　９月22日（日）、旧鳥丸小学校体育館で、鳥丸ふる
さと祭りを開催しました。
　当日は天候不良の中、200人近くの来場客があり、
ふるまいのおにぎりや味噌汁、各団体の舞台発表な
どを楽しみました。また、劇団とんぼによる振り込
め詐欺防止の演劇には、鳥丸駐在所の職員も出演し、
会場は大いに盛り上がりました。

　９月23日（月）、市国際交流センターで、多文化共
生事業在住外国人交流会を開催しました。
　これは、市内に在住する外国人技能実習生を対象
に日本文化を体験・交流してもらうもので、48人が
参加しました。鹿児島純心大学の学生の協力のもと、
浴 衣 の 着 付 け
や書道の体験、
防 犯・ 交 通 教
室 で ル ー ル を
学 ぶ な ど 楽 し
い １ 日 を 過 ご
しました。

大盛況！鳥丸ふるさと祭り 技能実習生、日本文化を体験

　９月22日（日）、国道３号向田側で、425年目の川内
大綱引が開催されました。
　令和６年３月に、国の重要無形民俗文化財に指定さ
れてから初めての開催となりました。およそ3000人
が上方と下方に分かれ、熱い戦いを繰り広げました。
今年は下方の勝利で幕を閉じました。

3000 人の熱い戦い子どもたちが興味津々！化石講演会

　10月２日（水）、（株）植村組から防災備蓄品が寄贈
され、感謝状贈呈式を行いました。
　寄贈いただいた防災備蓄品は、いつ起こるか分か
らない災害に備え、いざという時に一人でも多くの
市民の皆さんへ届けてほしいと送られたもので、発
電機や非常食などが寄贈されました。

もしもの時の備えを寄贈

102024.11.10 広報

【情報提供：鳥丸地区コミュニティ協議会】

子どもたちの安全のために
　10月８日（火）、（株）稲盛工業から交通安全旗100
本の寄贈がありました。　　
　この交通安全旗は、児童の安全安心な登下校を願っ
て寄贈されたもので、市内の各小学校・義務教育学
校に配布しました。

　10月４日（金）、本庁で、市誕生20周年記念フレー
ム切手の贈呈式を行いました。
　このフレーム切手は、市誕生20周年を記念して日
本郵便（株）九州支社が作成したものです。
　切手には、本市の風景や行事などの写真が使用さ
れ、魅力あるフレーム切手となりました。

　10月9日（水）、ＳＳプラザせんだいで、薩摩川内
市戦没者追悼式を執り行いました。
　式には遺族、来賓、市内の小学６年生約140人を
含む約400人が参列し、歴史資料館の学芸員による
戦時の資料解説や市内の中学校吹奏楽部による慰霊
演奏が行われました。また、小学生代表４人は「平和
なまちを、後世に
つなぐことが私た
ちの役割」と平和に
対するメッセージ
を読み上げました。

本市の魅力が詰まったフレーム切手

平和なまちを、後世につなぐ

　10月４日（金）、明治安田生命保険相互会社と包括
連携協定を締結しました。
　今後は、同社と連携を図りながら、SDGs・カーボ
ンニュートラルの普及啓発や産業・観光振興の取り
組みを進めていきます。

　10月12日（土）、川内川右岸河川敷で、市誕生20周
年を記念したサプライズ花火が打ち上げられました。
　これは、（株）太洋花火、（有）六葉煙火、西日本花
火（有）の花火事業者に
より打ち上げられたも
ので、約300発の花火
が夜空を彩り、本市の
20歳の誕生日に花を添
えていただきました。

　10月９日（水）、市消防局で、一般消防協力者およ
び消防職員表彰式を行い、感謝状と記念品を贈呈し
ました。
　この表彰は、心肺停止で倒れた男性を古

ふる

川
かわ

誠
まこと

さん、
宇
う

都
つの

宮
みや

稔
みのる

さん、通勤途中の消防職員２人が連携して
通報、心肺蘇生を行ったことを称えたものです。
　速やかな救命処置の
おかげで、男性は病院
搬送後、一命を取り留
め社会復帰しました。

SDGsの達成に向けて

21年目も笑顔でスタート市民と消防職員の連携で命を救う
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　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

佐さ

さ々

木き

　健け
ん

太た

さ
ん

　「
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
本
市
で
過
ご

し
、
現
在
は
鹿
児
島
純
心
大
学
で
心

理
学
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
」と

話
す
の
は
、
今
年
度
の
二
十
歳
の
つ

ど
い
実
行
委
員
の
委
員
長
を
務
め
る

佐
々
木
健
太
さ
ん
。

　
二
十
歳
の
つ
ど
い
に
参
加
す
る
同

級
生
に
一
人
で
も
多
く
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き

　
佐
々
木
さ
ん
は
、「
将
来
就
き
た
い

職
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
大

学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
を
生
か
し
な

が
ら
接
客
が
で
き
る
職
を
こ
れ
か
ら

見
つ
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
今
回
、
実
行
委
員
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
大
学
の
友
人
か
ら
の
誘
い
が

あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。「
元
々
人

と
話
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

断
る
こ
と
な
く
参
加
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
同
い
年
の
み
ん
な
と
楽
し

く
実
行
委
員
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
」と
言
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
佐
々
木
さ
ん
含
め
11

人
が
委
員
と
し
て「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」に
向
け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
や
動
画
制
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

大
好
き
な
ふ
る
さ
と

　
小
中
学
校
は
市
内
の
学
校
に
通
い
、

高
校
は
水
産
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

市
外
の
高
校
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
高
校
で
は
、
１
カ
月
以
上
船
に
乗

る
実
習
が
あ
り
、
日
本
１
周
す
る
実

習
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
部
活
は
、

小
学
生
の
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
、
文
武

両
道
に
励
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
外
の
高
校
に
通
い
、「
や
っ
ぱ
り

生
ま
れ
育
っ
た
薩
摩
川
内
市
が
好
き
」

と
、感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
高
校
で
地
元
を
離
れ
、
帰
省
す
る

た
び
に『
い
い
街
』だ
な
と
感
じ
ま
す
。

友
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
大
き

い
で
す
が
、
自
然
も
豊
か
で
、
新
幹

線
が
通
っ
て
い
る
な
ど
交
通
の
便
が

良
い
と
こ
ろ
も
魅
力
的
で
す
。
市
外

に
住
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
薩

摩
川
内
市
が
自
分
の
居
場
所
だ
な
と

強
く
感
じ
ま
し
た
」と
郷
土
愛
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
を
迎
え
て

　「
今
年
で
二
十
歳
に
な
り
、
一
番
に

し
た
い
こ
と
は『
親
孝
行
』。
こ
れ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
迷
惑
を
掛
け
て

き
た
の
で
、
親
へ
の
恩
返
し
が
し
た

い
」と
言
い
ま
す
。

　「
今
回
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
実
行

委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
る
姿

を
親
に
見
せ
る
こ
と
も
親
孝
行
の
１

つ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
、
笑
顔

を
見
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
市
も
今
年
で
二
十
歳
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、「
薩
摩
川
内
市
が
誕
生
し

て
二
十
歳
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

自
分
も
記
念
す
べ
き
年
に
同
じ
二
十

歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。
特
別
な
年
だ
か
ら
と
い
う

わ
け
で
な
い
で
す
が
、
学
業
や
就
職

で
市
外
、
県
外
に
行
っ
た
同
級
生
の

み
ん
な
に
１
人
で
も
多
く
１
月
12
日

に
戻
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
に
委

員
の
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲佐々木さん（右側前から４人目）と委員の皆さん

▲高校時代の佐々木さん

　
今
年
度
の｢

二
十
歳
の
つ
ど
い｣

は
、本
市
と
同
い
年
に
あ
た
る
方
々

の
つ
ど
い
で
す
。

　
令
和
７
年
１
月
12
日
に
開
催
す

る｢

二
十
歳
の
つ
ど
い｣

を
こ
れ
か

ら
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
集
ま
っ

た
11
人
の
実
行
委
員
。

　
今
回
は
、
そ
の
実
行
委
員
長
を

務
め
る
方
を
取
材
し
、
将
来
や
ふ

る
さ
と
薩
摩
川
内
市
へ
の
思
い
に

寄
り
添
い
ま
す
。
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　今
回
は
、
株
式
会
社
ア
シ
ス
ト

設
計
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取
締

役
会
長
の
今い

ま
む
ら村
裕ひ

ろ
し

さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
58
年
に
設
立
し
、

今
年
で
創
業
41
年
目
に
な
る
、
地

▲今村代表取締役会長（前段左から２番目）と
グループ会社の従業員の皆さん

域
に
根
差
し
た
設
計
事
務
所
で
す
。

地
域
の
風
土
を
理
解
し
、
地
震
や

台
風
、
火
災
と
い
っ
た
災
害
を
考

慮
し
た
建
設
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
を
は
じ
め
、

本
市
の
建
築
物
に
多
く
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
工
事
監
理
や

建
設
に
係
る
手
続
き
の
申
請
な
ど

も
行
っ
て
い
る
た
め
、
大
型
の
建

設
設
計
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
ハ

ウ
ス
サ
ポ
ー
ト
と
連
携
し
て
、
住

宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の

設
計
や
施
工
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
一
貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

女
性
目
線
を
取
り
入
れ
た
設
計

　
当
社
が
手
掛
け
る
建
築
物
は
、

災
害
に
強
く
、
高
い
安
全
性
が
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
依

頼
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返

し
、
満
足
で
き
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
行
い
な
が
ら
設
計
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
住
宅
建
築
に
関
し
て
は
、

女
性
設
計
士
が
打
ち
合
わ
せ
に
参

加
し
、
女
性
目
線
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
家
庭
で
の
動
き
の
最
適

化
を
図
り
、
住
み
良
い
家
作
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
の
た
め
に

　
当
社
は
、
女
性
社
員
が
多
い
た

め
、
時
短
勤
務
の
許
可
や
産
休
・

育
休
制
度
を
導
入
し
、
子
ど
も
が

い
る
社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資

格
手
当
が
あ
り
、
業
務
に
関
す
る

資
格
の
取
得
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
社
員
が
仕
事
中
に
気

付
い
た
こ
と
を
朝
礼
で
発
表
す
る

な
ど
し
て
、
職
場
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
現
代
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
自
然

災
害
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
設
計
事
務

所
と
し
て
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
、

高
い
技
術
力
を
発
揮
し
、
災
害
に

強
く
住
み
や
す
い
住
宅
、
建
築
物

を
設
計
し
て
い
き
ま
す
。

　
建
築
物
は
長
く
使
っ
て
い
く
に

あ
た
り
、
建
築
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
大
切
で
す
。
当
社
は
グ
ル
ー

プ
会
社
と
連
携
し
て
、
被
災
し
て

困
っ
た
と
き
に
こ
そ
頼
れ
る
地
元

企
業
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

第
71
回

代 表 者：代表取締役会長　今村裕
所 在 地：平佐町 3282番地 3
従業員数：11人
連 絡 先：（20）1756

株
式
会
社
ア
シ
ス
ト
設
計

入社５年目
帯
おび
田
た
なぎささん

　私
は
、
専
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

図
面
作
成
や
構
造
確
認
、
建
築
基

準
法
の
適
合
確
認
申
請
書
類
の
作

成
な
ど
の
設
計
業
務
の
補
助
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　当
社
は
、
女
性
社
員
が
多
く
、

仕
事
や
子
育
て
の
こ
と
を
相
談
で

き
、
急
な
休
み
に
も
お
互
い
に

フ
ォ
ロ
ー
し
て
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
育
て
し
て
い
る
女
性
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

株式会社
アシスト設計 － Information －

Instagram▶
ホーム　
ページ▶

▲設計業務の様子
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「みんなの１１９」
問合先／消防局予防課　（22）0135 ▲消防局ホームページ

広げよう！火災予防の心

　立入検査とは、消防法第４条や第 16 条の５に基
づき、防火対象物（飲食店、病院、 マンションなど）
や危険物施設（ガソリンスタンドなど）などに対し、
建物や消防用設備などが法令の基準に適合している
か検査することです。 これらに対して、消防職員が、
定期的に消防法で定められた立入検査を実施してい
ます。火災予防上の観点から指導し、改善してもら
うことで火災を未然に防ぐことにつながります。
　この立入検査が、火災予防の根幹となっています。

市消防局では、地域の皆さんにご協力をいただきながら、定期的な立入検査を実施しています。

　立入検査で指導を受けたらどうなるの？
　もし指導を受けた場合、後日、消防署から立入検査結果通知書が発行されます。指摘事項改善に向けての計画など
を記載した改善計画書を消防署に提出してください。その後、消防署が追跡調査を行い、早期改善を目指します。
　過去には違反が長期間に渡り改善されず、書類送検された事例もあります。
　防火対象物の増築や改築、テナントの変更などがあった場合、新たな消防用施設の設置義務などが生じることがあ
りますので、そのような際は、管轄の消防署にご相談ください。

日頃からの点検が大切です

①避難経路に障害物はありませんか？
　避難経路に障害物がないことを確認することは非常に
重要です。
　｢避難する時にどかせばいい｣ ではなく、あらゆる場
面を想定して、廊下や階段などに障害物がないか確認し、
逃げ遅れがないようにしましょう。

　上記以外にも、必要書類や防火管理体制の確認などを行い、火災予防上の危険を取り除いています。また、立入検査を
する際は、建物関係者に事前連絡をしてから行っています。
　これらの確認や訓練などは、事業所で働くときなどに皆さんも心掛けておくことができます。火災が起きた時に慌てな
いように、しっかり確認しておきましょう。

③消防設備が正常に稼働しますか？
　いざというときに、消火器や火災報知器などの消防設
備がすぐ使えるように、動作確認をしておきましょう。
また、火災の広がりを防ぐ防火扉がしっかり閉まるか、
扉自体がストッパーで固定されていないかなどの閉鎖動
作に支障がないかも事前に確認しておきましょう。

②放火の原因になるものはないですか？
　放火は出火原因の上位です。建物の共用部などに燃え
やすい物やごみを放置しないようにしましょう。また、
ゴミ捨て場には放火犯が近づけないよう、施錠やセン
サーライトを設置するなどの対策も効果的です。

④消防訓練を実施しましょう
　皆さんが利用するお店やホテル、病院などは、消防計
画に基づいて、消火、通報、避難の訓練を実施すること
が義務付けられています。各事業所で実施される訓練に
定期的に参加して、避難方法などを確認しましょう。
※大型店舗や宿泊施設、福祉施設などは、避難訓練およ
　び消火訓練を年２回以上実施する必要があります。

▲立入検査の様子
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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
金
の
納
付
が
滞
っ

て
し
ま
う
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
財
源
が
不
足
し
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
納
期
限
内
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
性
を

保
ち
、
市
税
の
税
収
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

市
で
は
税
法
に
従
い
、
適
正
な
滞
納
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
必
ず
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
金
の
納
付
が
遅
れ
る
と

▼
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
る
と
、
そ
の
遅

延
し
た
税
額
に
対
し
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め
る
日
ま
で

の
期
間
の
日
数
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
延
滞
金
の
率
は
、
８
・
７
％

（
納
期
限
後
１
カ
月
以
内
は
２
・
４
％
）の
割

合
で
す
。

税
金
を
納
め
ず
に
い
る
と

▼
公
売
な
ど
の
強
制
換
価
処
分
を
受
け
ま
す

　
公
売
な
ど
の
強
制
処
分
は
、
大
切
な
市
税

を
確
保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
行
う
最
終

的
な
処
分
で
す
。

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

①
督
促
状
の
発
送

　
　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
完
納
さ
れ
な
い
場

　
合
は
、
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
催
告

　
　
督
促
状
が
送
付
さ
れ
て
も
納
税
が
な
い

　
場
合
、
電
話
や
文
書
に
よ
り
催
告
を
行
い

　
ま
す
。

③
財
産
調
査
・
捜
索

　
　
金
融
機
関
や
勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
に

　
対
し
て
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

　
自
宅
や
事
務
所
を
捜
索
す
る
場
合
も
あ
り

　
ま
す
。
こ
れ
ら
は
国
税
徴
収
法
・
地
方
税

　
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
、
個
人
情
報
保
護

　
法
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
。

④
財
産
差
し
押
さ
え

　
　
督
促
状
が
発
送
さ
れ
て
か
ら
、
10
日
を

　
経
過
し
て
も
完
納
さ
れ
な
い
場
合
、
財
産

　
差
し
押
さ
え
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

⑤
公
売
・
換
価

　
　
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
な
ど
の
公
売
や
、

　
預
金
・
給
与
の
取
り
立
て
を
行
い
、
滞
納

　
税
に
充
て
ま
す
。

口
座
振
替
、
決
済
ア
プ
リ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
忙
し
く
て
納
付
に
行
く
時
間
が
な
い
人
に

は
、
便
利
な
口
座
振
替
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
ア
プ
リ
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

滞
納
Ｑ
＆
Ａ

納
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
納
付
し
た
た
め
、

　
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
し
た
。
延
滞
金
も

　
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

税
金
は
、
納
期
限
内
納
付
が
原
則
で
す
。

　
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平

　
性
を
保
つ
た
め
、
発
生
し
た
延
滞
金
も
納

　
付
し
て
も
ら
い
ま
す
。

本
人
の
許
可
な
し
に
財
産
を
勝
手
に
調
べ

　
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で

　
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
国
税
徴
収
法
・
地

　
方
税
法
に
基
づ
き
、
財
産
調
査
権
限
が
発

　
生
し
ま
す
。
こ
の
権
限
に
よ
り
、
調
査
を

　
受
け
る
勤
務
先
や
金
融
機
関
な
ど
は
協
力

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
税
金
滞
納

　
が
あ
る
場
合
の
財
産
調
査
は
、
法
律
に
は

　
一
切
抵
触
し
ま
せ
ん
。

｢

納
税
お
知
ら
せ
セ
ン
タ
ー｣

か
ら
税
金
に

　
関
す
る
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
の
で
す
が
。

本
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間
事
業
者
で

　
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
、
督
促
状
発
送
後
も

　
市
税
な
ど
の
納
付
確
認
が
取
れ
な
い
方
に

　
対
し
て
、
納
付
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い

　
ま
す
。

　
納
期
限
内
で
の
納
付
が
困
難
な
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に

収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
換
価
・
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
実
施

　
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
と
は
、
差
し
押
さ
え
た
自
動
車
の

ホ
イ
ー
ル
を
専
用
装
置
で
固
定
し
、
ド
ア
ミ
ラ
ー
に

差
押
公
示
書
を
装
着
し
て
運
行
を
不
可
能
に
す
る
行

為
で
す
。
　

　
催
告
に
応
じ
な
い
場
合
、
自
動
車
の
差
し
押
さ
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

財産の種類 令和５年度

不動産 ２

預貯金 90

給　与 ３

年　金 ３

生命保険 ３

動　産 １

合　計 102

【差し押さえの状況】（単位：件）

▲市ホーム
ページ

▲タイヤロックで差し押さえを行った自動車

問
合
先
／
本
庁
収
納
課
納
税
Ｇ

　
　
　
　（
内
線
２
４
5
０
、
２
４
５
１
）
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